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世
界
の
二
〇
五
の
国
と
地
域
か
ら
様
々
な
人
々
が
北
京
に

集
い
開
催
さ
れ
た
「
平
和
の
祭
典
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」。　

　

特
に
今
回
で
最
後
と
な
る
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
の
決
勝
戦

は
球
史
に
残
る
名
勝
負
で
し
た
。エ
ー
ス
上
野
投
手
の
力
投
、

山
田
主
将
の
本
塁
打
な
ど
で
つ
い
に
悲
願
の
「
金
」
メ
ダ
ル

を
手
に
し
ま
し
た
。
八
年
後
の
五
輪
に
向
け
、
多
く
の
子
供

た
ち
に
「
感
動
・
夢
」
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
記
念
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
民
謡
の
宝

庫
で
あ
る
秋
田
県
、
青
森
県
の
こ
ど
も
た
ち
に
よ
り
江
差
追

分
と
関
わ
り
の
あ
る
秋
田
追
分
や
南
部
追
分
等
の
唄
と
鮮
や

か
で
見
事
な
手
踊
り
等
が
披
露
さ
れ
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
江
差
町
の
子
供
た
ち
の
唄
っ
た
追
分
は
「
天
使
の

声
」
と
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
観
衆
を
感
動
と
感
涙
の
渦
に

巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

瞳
を
輝
か
せ
、
笑
顔
で
大
観
衆
の
前
で
も
臆
せ
ず
、
実
に

楽
し
そ
う
に
唄
っ
た
三
、四
歳
児
。
真
摯
な
高
校
生
四
人
。

小
中
学
生
に
よ
る
九
十
一
名
の
大
合
唱
。
感
涙
は
「
こ
の
子

ら
が
良
く
ぞ
こ
の
追
分
を
こ
こ
ま
で
・
・
・
」
と
の
感
動
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

江
差
追
分
と
い
う
唄
は
、
人
々
を
感
動
さ
せ
、
生
き
方
に

勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
唄
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
様
々
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
育
成
は
、私
た
ち
の
責
務
！

江
差
追
分
会
会
長　

濱
谷
一
治



平
成
二
十
年
度
追
分
会
総
会

ー
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
出
演
提
供
を
提
案
ー

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

間
で
七
十
歳
に
繰
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
実
施
は
第
十
三
回
大
会
の
二
十
一
年
か

ら
、
毎
年
一
歳
ず
つ
繰
上
げ
第
十
七
回
大

会
か
ら
七
十
歳
に
な
る
。

　

熟
年
決
選
会
の
出
場
枠
は
第
十
三
回
大

会
か
ら
現
在
の
二
十
名
か
ら
二
十
五
名
に

拡
げ
る
。

　

平
成
二
十
年
度
追
分
会
総
会
は
、
四
月
二
十
七
日
江
差
町
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で
開
催

さ
れ
、
全
国
各
支
部
の
代
表
が
参
集
し
て
本
年
度
予
算
お
よ
び
事
業
計
画
を
審
議
決
定
し
た
。

　

総
会
で
は
来
賓
の
桧
山
支
庁
長
が
「
江
差
で
は
伝
統
文
化
の
江
差
追
分
に
触
れ
る
機
会
が

で
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
追
分
を
追
求
す
る
姿
勢
に
感
動
し
て
い
る
。
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
機
会
に
江
差
追
分
が
世
界
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
来
賓
代
表
の
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

熟
年
大
会
の
年
齢
基
準
・
出
場
枠
を
改
正

　
　
　
　
　

ー
第
十
三
回
大
会
よ
り
実
施
ー

平
成
二
十
一
年
よ
り
毎
年
繰
上
げ
五
年
後
に
七
十
歳

　

平
成
二
十
年
度
予
算
総
額
は
二
千
九
六
五

万
五
千
円
で
、
前
年
度
の
第
四
十
五
回
記
念

大
会
事
業
費
二
〇
〇
万
円
減
額
と
な
っ
た

が
、
そ
の
ほ
か
は
ほ
ぼ
例
年
並
の
事
業
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

事
業
計
画
も
前
年
の
事
業
を
踏
襲
し
て
行

わ
れ
る
が
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
反

面
、
若
年
の
加
入
が
進
ま
ず
、
熟
年
（
六
五

歳
以
上
）
の
会
員
構
成
比
率
が
五
二
％
と
一

般
会
員
を
上
回
り
、
前
年
度
の
総
会
か
ら
検

討
さ
れ
て
き
た
熟
年
の
年
齢
基
準
の
繰
上
げ

と
決
選
枠
の
改
正
が
提
案
さ
れ
た
。

　

宣
伝
普
及
事
業
で
は
本
年
、
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
が
七
月
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
主
要
八
カ
国
ほ
か
参
加
二
十
三
カ
国
の

首
脳
来
道
を
機
会
に
、
北
海
道
の
伝
統
文
化

で
あ
る
江
差
追
分
の
出
演
提
供
を
働
き
か
け

る
よ
う
提
案
さ
れ
た
。

　

追
分
会
の
基
本
的
な
普
及
事
業
と
し
て

継
続
し
て
い
る
追
分
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ

ま
で
冬
期
の
二
月
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

厳
冬
期
の
交
通
事
情
な
ど
か
ら
参
加
者
の

希
望
に
対
応
し
て
、
従
来
の
二
月
の
ほ
か

新
た
に
十
一
月
秋
期
講
座
を
開
設
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

一
方
組
織
拡
張
の
取
り
組
み
で
は
、
民

　

追
分
会
会
員
年
齢
の
高
齢
化
が
進
み
年

齢
基
準
の
繰
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
昨

年
理
事
会
の
運
営
部
門
で
協
議
を
重
ね
、
本

年
度
総
会
に
提
案
、
平
成
二
十
一
年
よ
り

実
施
す
る
こ
と
が
き
め
ら
れ
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
も
、
一
般
出
場
を

望
む
声
も
あ
り
、
緩
和
措
置
を
講
じ
て
五
年

謡
離
れ
の
傾
向
か
ら
と
も
す
れ
ば
「
江
差

追
分
は
難
し
い
」
と
言
う
印
象
で
敬
遠
さ

れ
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、「
指
導
次
第
で
気

軽
に
歌
え
る
唄
、
楽
し
め
る
唄
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
積
極
的
に
普
及
し
、
追
分
の
関
心
を

高
め
る
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
決
定
さ
れ
た
。　
　
　
　
（
取
材  

松
村
委
員
）



　

大
正
時
代
の
俚
謡
・
民
謡
に
つ
い
て
詳

し
く
紹
介
し
て
い
る
書
籍
『
小
唄
漫
考
』

（
大
15
・
ア
ル
ス
出
版
）
の
な
か
に
、
田

中
元
吉
と
い
う
人
が
、
こ
の
本
の
著
者
で
民

謡
研
究
家
の
湯
朝
竹ち

く

山さ
ん

人じ
ん

に
宛
て
た
手
紙

が
そ
っ
く
り
載
せ
て
あ
る
。

　

ー
（
前
略
）
當
小
樽
の
み
に
て
も
既
に

百
二
十
餘
名
の
會
員
有
之
。
毎
月
四
回
開

會
致
居
候
間
、
追
分
に
つ
き
御
研
究
を
要

す
る
事
故
有
之
候
は
ば
百
津
常
松
へ
御
照

合
せ
ら
れ
候
は
ば
、
尤
も
御
便
宜
に
御
座

候
。
（
略
）
大
正
六
年
六
月
二
十
一
日

　

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
北
海

道
は
、
石
炭
採
掘
量
に
反
比
例
す
る
か
の

よ
う
に
ニ
シ
ン
漁
が
少
な
く
な
る
の
だ

が
、
小
樽
市
に
は
商
社
・
銀
行
や
官
公
庁
の

出
先
機
関
が
集
結
し
、
そ
れ
を
追
い
か
け

る
よ
う
に
飲
食
店
や
花
柳
界
の
人
た
ち
が

神
威
岬
を
回
り
移
住
し
て
き
た
。
日
本
海

に
突
き
出
た
積
丹
半
島
の
北
の
付
け
根
・

チ
ョ
ッ
ト
く
ぼ
ん
だ
ヘ
ソ
に
あ
た
る
処
。

　

明
治
二
二
年
に
は
特
別
輸
出
港
と
な

り
、
三
八
年
に
日
露
戦
争
が
終
結
し
た
こ

と
に
よ
り
雑
穀
商
や
貿
易
関
係
者
は
、
か

つ
て
な
い
活
況
を
呈
し
必
要
と
な
っ
た
小

樽
運
河
は
大
正
三
年
か
ら
着
工
さ
れ
る
。

　

い
わ
ば
小
樽
港
隆
盛
時
代
に
あ
っ
て

“
浜
っ
子
”
の
江
差
追
分
に
か
け
る
情
熱

は
計
り
知
れ
な
い
。
と
同
時
に
、
郡
雄
割

拠
の
江
差
追
分
諸
派
乱
立
時
代
で
も
あ

り
、
先
の
百
津
常
松
の
他
に
酒
井
歌
丸

（
文
作
）
、
斉
藤
幸
太
郎
、
宇
田
茶
山
な

ど
多
く
の
追
分
名
人
が
、
〽
忍
路
高
島
お

よ
び
も
な
い
が
、
せ
め
て
歌
棄
磯
谷
ま
で
、

と
懐
郷
の
う
た
に
浸
っ
て
い
た
。

懐
古
・
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら
（
八
） 

江
差
追
分
を
愛
し
た
百も

も

津つ

常つ
ね

松ま
つ

師 

… 

高
田　

裕
　

百
津
常
松
（
号
・
龍
濤
）
は
明
治
三
年

六
月
十
四
日
、
加
賀
の
国
・
石
川
県
能
美

郡
で
生
ま
れ
て
い
る
。
明
治
二
八
年
、
二
六

歳
の
と
き
に
北
前
船
で
来
道
。
以
来
、
小

樽
市
内
で
手
広
く
雑
穀
や
海
産
物
を
中
心

に
商
売
を
し
て
い
た
。
威
勢
の
よ
い
仲
仕

を
雇
い
、
デ
ン
プ
ン
や
魚
類
な
ど
の
売
買

は
も
と
よ
り
、
石
炭
や
漁
業
用
資
材
で
か

な
り
の
財
を
な
し
成
功
し
て
い
た
。

　

ま
た
追
分
に
か
け
る
情
熱
は
、
大
正

十
三
年
六
月
一
日
よ
り
三
日
間
、
札
幌
・

錦
座
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
全
道
追
分
節
実

力
投
票
競
演
大
会
」
の
出
演
や
、
大
正

十
四
年
に
出
版
し
た
『
生
粹
・
江
差
追
分

節
』
（
い
ろ
は
堂
書
店
刊
）
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
Ｓ
Ｐ
盤
メ

ノ
フ
ォ
ン
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
だ
江
差

追
分
で
、
彼
の
息
遣
い
を
堪
能
で
き
る
。

　

さ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
っ
た
大

正
七
年
に
開
道
五
〇
周
年
博
覧
会
が
催
さ

れ
た
の
だ
が
、
す
っ
か
り
国
土
の
荒
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
、
ま
ず
農
業
を
盛

ん
に
し
食
料
の
自
給
自
足
を
は
か
っ
た
。

そ
の
た
め
北
海
道
か
ら
輸
出
し
て
い
た
雑

穀
類
は
減
少
し
、
値
段
も
ず
い
ぶ
ん
安
く

な
り
産
業
界
は
大
き
な
影
響
を
う
け
る
。

　

働
く
人
の
賃
金
も
大
正
九
年
以
降
さ
が

り
、
昭
和
二
年
に
は
小
樽
港
で
二
千
人
以

上
の
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
。
昭
和
四

年
に
は
不
景
気
の
ド
ン
底
と
な
っ
て
し
ま

う
。
江
差
港
が
竣
功
し
、
瀬
棚
線
鉄
道
が

開
通
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
の
働
く
人
た
ち
の
こ
と
を
、
作

家
・
小
林
多
喜
二
は
い
く
つ
か
の
小
説
に

書
き
の
こ
し
て
い
る
が
、
百
津
常
松
の
商
売

も
一
夜
に
し
て
こ
の
不
況
の
時
流
に
の
み

込
ま
れ
、
土
地
家
屋
を
す
て
子
供
の
手
を

シ
ッ
カ
リ
握
っ
て
小
樽
を
後
に
す
る
。

　

そ
の
後
、
落ら

く

魄は
く

窮
乏
の
余
生
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
昭
和
八
年
三
月
二
五
日
に
病
い

の
床
で
瞑
目
す
る
。
享
年
六
四
歳
だ
っ
た
。

　

北
海
道
の
民
謡
研
究
で
著
述
家
の
故
河

合
裸ら

石せ
き

氏
は
“
小
樽
の
百
津
龍
濤
君
は
蝦

夷
気
分
を
保
つ
よ
う
に
し
て
上
品
に
す
べ

く
苦
心
を
拂
っ
た
人
で
、
朗
々
唄
い
出
す
旋

律
は
荒
涼
た
る
濱
辺
か
ら
櫓
を
あ
や
な
し

て
遠
く
漕
ぎ
行
く
浪
の
音
そ
の
も
の
ゝ
や

う
に
聞
え
、
一
揚よ

う

一
抑よ

く

哀
音
縹ひ

ょ
う

渺び
ょ
う

と
し
て
恰あ

た
か

も
邉へ

ん

塞さ
い

に
胡こ

笳か

を
聞
く
が
如
く
、
眞
に
江

差
追
分
の
生
粹
で
あ
る
”
と
絶
賛
し
て
い

る
。

（
学
芸
部
理
事
）

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

百
　
津
　
常
　
松



ドイツ国　6月3日　ザ・ウインザーホテル洞爺

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
七
月
主
要
参
加
国
八
ヶ
国
の
ほ
か
、
二
十
三
ヶ
国
の
主

脳
参
加
で
行
わ
れ
た
。
開
催
に
先
が
け
て
主
要
国
先
遣
隊
歓
迎
に
北
海
道
無
形
民
俗
文

化
財
の
江
差
追
分
が
招
請
さ
れ
青
坂
満
上
席
師
匠
、
優
勝
者
寺
島
絵
里
佳
ほ
か
が
出
演
・

注
目
を
浴
び
た
。

　

追
分
出
演
に
先
が
け
て
、
尺
八
演
奏
者
佐
藤
秀
悌
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
歌
を
尺
八
で

吹
奏
し
参
加
国
の
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

参
加
国
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
。

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
江
差
追
分

出
演
主
要
参
加
五
ヶ
国
先
遣
隊
を
歓
迎

参
加
国
国
歌
を
尺
八
で
吹
奏  

感
動
呼
ぶ

北 海 道 無 形 民 俗 文 化 財 　 江 差 追 分 出 演

尺八による国歌吹奏

カナダ国　2月26日　洞爺サンパレスホテル

フランス国　6月9日　ザ・ウインザーホテル洞爺アメリカ国　6月15日　ザ・ウインザーホテル洞爺

イタリア国　3月5日　札幌グランドホテル



国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
北
海
道
情
報
館
の

開
所
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
追
分
大
合
唱

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

北 海 道 洞 爺 湖 サ ミ ッ ト 　

七
月
五
日
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
北
海
道
情
報
館
の
開
所
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
江
差
追
分
が
招
請
さ
れ
、
二
十
名
が
大
合
唱
を
披
露
し
た
。
唄
は
は
ち
ま
き
姿
の
青
坂
満
、
近
江

八
声
、
長
谷
川
富
夫
上
席
師
匠
と
寺
島
絵
里
佳
、
絵
美
姉
妹
。
伴
奏
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
遣
隊
に
出
演

し
て
き
た
、
三
味
線
演
奏
者
の
奥
泉
勇
篁
と
尺
八
演
奏
者
の
佐
藤
秀
悌
の
他
に
各
地
区
の
尺
八
伴
奏
者
。

そ
い
掛
け
は
、
渋
田
義
幸
正
師
匠
が
務
め
た
。　

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
町
村
信
孝
官
房
長
官
や
国
会
議
員
、
高
橋
は
る
み
知
事
ら
約
二
百
名
の
参
加

者
の
方
々
か
ら
喝
采
を
受
け
た
。

　

唄
終
了
後
、
青
坂
満
師
、
寺
島
姉
妹
等
が
場
内
を
廻
り
江
差
追
分
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配

布
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
〈
出
演
者
〉　

　
〈　

唄　

〉　

　
　
　

青
坂　
　

満
・
近
江　

八
声

　
　
　

長
谷
川
富
夫
・
寺
島
絵
里
佳

　
　
　

寺
島　

絵
美

　
〈
尺　

八
〉

　

日
胆
地
区

　
　
　

末
永　

弘
治
・
児
玉　

彰
宝

　
　
　

佐
藤　

秀
悌

　

札
樽
地
区

　
　
　

河
村　

洋
章
・
成
田　

秀
宝

　
　
　

川
上　

薫
秀　
　
　
　
　

　

函
館
地
区

　
　
　

坂
井　

栄
助
・
村
岡　

竹
豊

　
　
　

加
川　
　

力　

　

江
差
地
区

　
　
　

福
田　

照
明
・
柳
谷　

良
逸

　
　
　

沢
見　
　

敏
・
山
田　

治
光　

　
〈
三
味
線
〉　

奥
泉　

勇
篁

　
〈
そ
い
掛
け
〉　

渋
田　

義
幸



　

む
し
ろ　

江
差
追
分
よ
り
も
三
下
り
の

出
番
の
方
が
多
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

江
差
の
最
盛
期
の
人
口
は
二
～
三
万
人

も
居
た
と
言
わ
れ　

大
店
が
軒
を
連
ね
自

然
に
飲
食
店
街
が
切
り
開
か
れ　

多
く
の

料
亭　

割
烹
が
店
を
構
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
江
差
に
は
百
人
近
い
芸
妓

さ
ん
が
活
躍
し
て
お
り　

そ
の
芸
域
の
広

さ
と
芸
の
技
能
は
京
都
や
江
戸
の
芸
妓
さ

ん
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

唄
の
修
業
の
中
に
は
当
然
追
分
・
江
差

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

三
下
り
も
あ
り
ま
し
た
し　

踊
り
に
は
追

分
踊
り　

三
下
り
踊
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
芸
事
は
代
々
芸
妓
さ
ん
か
ら

芸
妓
さ
ん
に
引
継
が
れ　

江
差
追
分
と
は

違
っ
て
主
に
花
柳
界
の
中
で
引
継
が
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

山
の
唄
か
ら
お
座
敷
唄
へ

　

と
こ
ろ
で　

こ
う
し
た
江
差
の
繁
栄
は

あ
っ
た
も
の
の
な
ぜ
江
差
三
下
り
が
江
差

の
花
柳
界
で
唄
わ
れ　

踊
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が　

私
は
高
校
生

の
頃
母
親
か
ら
聴
い
た
話
を
メ
モ
し
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。

　

母
は
明
治
三
十
一
年
生
ま
れ
で　

既
に

故
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が　

昭
和
二
年
頃

か
ら
新
地
（
花
柳
界
）
で
割
烹
料
亭
を
開

店　

自
ら
も
唄
・
踊
り
三
味
線　

華
道
茶

道
等
の
修
業
の
傍
ら　

芸
妓
兼
女
将
（
お

か
み
）
と
し
て
宴
席
に
出
て
唄　

踊
り
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年　

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

は
母
は
料
亭
を
閉
じ　

女
手
一
つ
で
食
堂

を
経
営
し　

親
子
五
人
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
し
た
。

　

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
母
は　

時
々
晩

酌
を
し
な
が
ら
私
を
話
相
手
に
な
る
よ
う
に

誘
い　

自
分
で
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
よ
く

江
差
三
下
り
を
唄
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
話
に
よ
れ
ば
「
昔
の
新
地
は

凄
か
っ
た
。
三
一
歳
で
自
分
で
料
亭
を
開

い
た
が　

料
亭
を
開
く
た
め
に
は
自
分
も

芸
事
を
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

江
差
三
下
り
も
習
っ
た
が　

検
番
の
お

師
匠
さ
ん
の
話
で
は
江
差
追
分
の
元
唄
と

言
わ
れ
る
馬
子
唄
に　

し
っ
と
り
と
し
た

艶
っ
ぽ
さ
の
響
き
を
持
つ
三
下
り
調
子
の

三
味
線
が
つ
い
た
の
が
江
差
三
下
り
の
唄

に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

江
差
三
下
り
は　

し
っ
と
り
と
し
た
艶

っ
ぽ
い
唄
と
踊
り
が
あ
っ
た
か
ら
料
亭
で

唄
わ
れ　

踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

ろ
う　

と
。

｛　

江
差
三
下
り
は　

艶
の
あ
る
粋
な
唄
と

し
て
伝
え
ら
れ
労
働
歌
的
要
素
（
馬
子
唄

等
）
は
全
く
消
滅
し
て
い
る
。

　

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
七
年
）

に
は
幽
妙　

優
雅
な
遍
路
の
踊
り
が
付
け
ら

れ　

唄
と
踊
り
が
共
に
伝
承
さ
れ　

そ
の
情

趣
は
遊
里
的
で
「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も

な
い
」
と
言
わ
れ
た
優
美
な
雰
囲
気
を
残
し

て
い
る
。｝（
中
略
・
・
・
一
九
九
一
年
発
行

　

宮
下
正
司
氏
著　
「
江
差
風
土
記
よ
り
）

　

江
差
追
分
は　

す
で
に
ご
承
知
の
通
り

中
仙
道
で
唄
わ
れ
て
い
た
馬
子
唄
が
北
前

船
の
船
頭
や
乗
子
達
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
に

運
ば
れ　

二
上
り
や
本
調
子
の
三
味
線
に

よ
っ
て
主
に
一
般
大
衆
の
間
で
唄
い
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。　

　

江
差
三
下
り
の
唄
は　

江
差
追
分
の
発

生
起
源
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
が
三

下
り
も
ま
た
馬
子
唄
（
馬
方
節
）
が
北
前
船

で
蝦
夷
地
に
運
ば
れ　

三
味
線
の
三
下
り

調
子
に
合
せ
て
主
に
花
柳
界
で
唄
い
継
が

れ
て
き
た
の
が
松
前
三
下
り
や
江
差
三
下

り
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
次

回
に
続
く
）

　

江
差
追
分
を
愛
す
る
全
国
の
追
分
愛
好

者
の
皆
さ
ん
は
「
江
差
三
下
り
」
と
言
う

民
謡
を
既
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

江
差
三
下
り
は
江
差
追
分
の
母
唄
と
言

わ
れ
る
こ
と
か
ら　

今
回
の
「
ヤ
ン
サ
ノ

エ
ー
」
の
紙
面
を
お
借
り
し　

そ
の
歴
史

と
江
差
追
分
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
述
べ

て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。（
二
回
連
載
）

江
差
の
繁
栄
と
花
柳
界
の
出
現

　
「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
た
文
政
元
年
（
一
六
九
〇
年
代
）

か
ら
明
治
・
昭
和
三
十
年
代
に
か
け
て
江

差
の
花
柳
界
（
新
地
町
界
隈
）
は
夜
毎
唄

や
三
味
線
・
太
鼓
の
音
で
賑
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

鯡
（
ニ
シ
ン
）
の
大
漁
で
懐
具
合
が
豊

か
な
船
主
・
船
頭
・
乗
子
（
の
り
こ
）
そ

し
て
鯡
の
大
漁
の
お
か
げ
で
商
売
も
繁
盛

し
て
い
る
大
店
（
お
お
だ
な
）
の
旦
那
衆

や
番
頭
さ
ん
方
が
連
日
新
地
町
界
隈
に
繰

り
出
し
て
芸
妓
さ
ん
を
相
手
に
一
日
の
疲

れ
を
癒
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

お
座
敷
で
は　

芸
妓
の
踊
り
に
見
惚
れ

る
人　

端
唄　

小
唄　

都
都
逸　

江
差
追

分
等
に
聞
き
惚
れ
る
人　

す
っ
か
り
酔
い

が
回
っ
て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
人
も
居
ま

し
た
。
勿
論
こ
の
場
で
は
「
江
差
三
下
り
」

の
唄
に
合
せ
て
何
人
か
の
芸
妓
に
よ
っ
て

踊
り
も
披
露
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

江
差
追
分
の「
母
唄
」
江
差
三
下
り（
上
）

馬
川
政
紀

江
差
追
分
会
副
会
長

江
差
三
下
り
会
幹
事
長

昭和11年頃の江差三下り



て
も
、
四
年
程
前
か
ら
「
江
差
追
分
日
立

桑
の
実
会
少
年
団
」
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

茨
城
開
催
が
決
ま
っ
た
時
、
日
立
市
民

文
化
課
か
ら
呼
ば
れ
、
日
立
市
と
し
て
は

こ
の
文
化
少
年
団
の
子
供
た
ち
を
中
心
と

し
た
「
こ
ど
も
芸
術
祭
」
を
企
画
に
あ
げ

た
い
と
各
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
協
力
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
共
は
「
こ
ど
も
た
ち
の
江
差
追
分
唄

と
踊
り
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
本
場
江

差
町
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
、
交
歓
を
図

る
と
い
う
申
請
を
出
し
、
県
、
文
化
庁
か

ら
も
認
可
を
頂
き
ま
し
た
。

　

以
来
今
日
ま
で
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
明
る
い
展
望
が
見
え
て

参
り
ま
し
た
。
相
談
さ
せ
て
頂
い
た
当
初

よ
り
、
江
差
追
分
会
事
務
局
の
小
田
島
事
務

局
長
か
ら
全
面
的
ご
協
力
と
援
助
を
頂
き
、

江
差
か
ら
子
供
た
ち
が
、
唄
、
踊
り
、
伴

奏
と
で
十
一
名
、
愛
知
三
河
支
部
か
ら
三

味
線
伴
奏
二
名
、
太
鼓
一
名
の
合
計
十
四

名
の
子
供
た
ち
が
日
立
に
来
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
！
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
今
、
三
年
生
か
ら
五
年
生

の
小
学
生
四
人
の
子
供
た
ち
が
踊
り
の
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

晴
れ
の
発
表
の
舞
台
ま
で
あ
と
四
ヶ
月
、

十
一
月
二
日
（
日
）
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
の

ホ
ー
ル
に
て
、
午
前
十
時
か
ら
二
時
間
の

子
供
た
ち
だ
け
に
よ
る
江
差
追
分
の
唄
と

踊
り
の
発
表
会
が
始
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

日
立
桑
の
実
会
支
部
長

桑　

名　

靖　

生

　

第
二
十
三
回
国
民
文
化
祭
が
今
年
は
茨

城
県
で
、
十
一
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
国
民
文
化
祭
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
国
民
体
育
大
会
」
は
ど
な
た
も
ご
承
知

で
し
ょ
う
が
、
国
民
的
行
事
の
こ
れ
は
文

化
面
の
お
祭
り
で
、
一
九
八
六
年
東
京
都

を
第
一
回
と
し
て
、
一
昨
年
は
山
口
県
、

そ
し
て
徳
島
県
、
今
年
が
茨
城
県
。
来
年

以
降
静
岡
県
、
岡
山
県
、
京
都
府
と
開
催

府
県
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
が
茨
城
県
に
、
県
は
各
市
町
に

委
嘱
し
、
企
画
を
提
出
さ
せ
ま
し
た
。

　

日
立
市
は
以
前
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
子
供
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
活
動

の
推
進
と
援
助
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
文

化
少
年
団
」
を
組
織
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
二
十
二
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
私

共
江
差
追
分
会
日
立
桑
の
実
会
支
部
と
し

第
二
十
三
回
国
民
文
化
祭
「
い
ば
ら
き
二
〇
〇
八
」
に

江
差
町
と
愛
知
県
岡
崎
市
の
子
供
た
ち
が
参
加

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

顧
問  

故
本
田
義
一
氏
と

追
分
大
合
唱
で
最
後
の
別
れ

　

江
差
追
分
会
の
顧
問
で
、
江
差
町
名
誉

町
民
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
、
元
江
差
町

長
の
本
田
義
一
さ
ん
（
九
十
三
歳
）
の
通

夜
と
告
別
式
が
七
月
二
十
日
と
二
十
一
日

に
町
文
化
会
館
で
町
葬
と
し
て
営
ま
れ
、

町
内
外
か
ら
故
人
と
の
ゆ
か
り
の
あ
る
関

係
者
が
参
列
し
本
田
さ
ん
を
偲
び
冥
福
を

祈
っ
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
町
長

に
就
任
以
来
、
江
差
追
分
の
無
形
民
俗
文

化
財
指
定
や
江
差
追
分
会
館
建
設
等
追
分

振
興
に
尽
力
。
多
く
の
追
分
関
係
者
の
方
々

か
ら「
追
分
町
長
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
。

お
通
夜
で
は
、
幸
子
夫
人
の
ご
希
望
で
も

あ
っ
た
、
追
悼
追
分
合
唱
を
各
地
か
ら
参

列
し
て
く
れ
た
約
五
十
名
の
方
々
が
祭
壇

に
向
か
っ
て
、「
泣
い
た
と
て
遠
く
逝
く
人

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ　

せ
め
て
波
風
お
だ
や

か
に
」
の
歌
詞
で
故
人
と
最
後
の
別
れ
を

惜
し
み
、
新
た
な
涙
を
誘
っ
た
。

  
支
部
・
地
区
協
議
会
コ
ー
ナ
ー



１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

各
支
部
・
地
区
運
営
協
議
会
か
ら
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
か
ら
の
活
動
情
報
等
何
で
も
結

構
で
す
。
事
務
局
ま
で
。
原
稿
と
写
真
一

枚
を
送
付
下
さ
い
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

　

道
内
の
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
発

展
に
貢
献
し
た
個
人
、
団
体
を
た
た
え
る

今
年
度
の
功
労
賞
に
当
会
副
会
長
の
青
坂

満
師
（
七
十
六
歳
）
が
選
ば
れ
た
。
今
秋
の

受
賞
は
、
青
坂
師
の
他
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

特
別
顧
問
の
大
森
義
弘
さ
ん
（
七
十
八
歳
）、

北
日
本
精
機
社
長
小
林
栄
一
さ
ん
（
七
十
七

歳
）
の
二
人
。

　

こ
の
賞
は
、
一
九
六
九
年
に
制
定
さ
れ
、

知
事
表
彰
の
最
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
受
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て
木
製

の
椅
子
や
記
念
バ
ッ
ジ
な
ど
が
贈
ら
れ
る
。

　

贈
呈
式
は
、
十
月
十
四
日
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
行
わ
れ
る
。

 〈
功　

績
〉

　

江
差
追
分
大
会
の
審
査
員
を
長
く
務
め
、

江
差
お
追
分
会
館
の
専
任
指
導
員
や
上
席

師
匠
と
し
て
、
郷
土
文
化
の
振
興
と
後
継

者
育
成
に
尽
力
。

青
坂
満
師

北
海
道
功
労
賞
受
賞

　

今
年
新
た
に
、
従
来
か
ら
開
設
し
て
い

る
二
月
の
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
て
、
次
の
と

お
り
十
一
月
（
三
週
間
）に
も
開
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
各

地
か
ら
老
若
男
女
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
が
あ
り
、
現
在
も
な

お
、
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
ま
た
、「
人
間
交
流
」
の

場
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
受
講
ご
希
望
の

方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　〈
日
　
程
〉

　

第
一
週　

十
一
月
六
日
㈭
～
八
日
㈯

　

第
二
週　

十
一
月
十
三
日
㈭
～
十
五
日
㈯

　

第
三
週　

十
一
月
二
十
日
㈭
～
二
十
二
日
㈯

江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

秋
季
講
座（
新
設
）
へ
の

受
講
者
を
募
集
！

　

こ
の
事
業
は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
文
化
面
の
国
民
的

な
事
業
で
す
。
今
回
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
、

豊
田
市
、
安
城
市
、
北
海
道
江
差
町
の
こ

ど
も
た
ち
が
日
立
市
に
集
合
し
ま
す
。
唄
、

踊
り
の
他
に
、
江
差
追
分
の
唄
と
踊
り
の

指
導
や
最
後
に
は
合
同
の
発
表
会
が
あ
り

ま
す
。
近
郊
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
是
非

ご
覧
下
さ
い
。

　

一
、
と　

き　

十
一
月
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
正
午

第
二
十
三
回
国
民
文
化
祭

「
い
ば
ら
き
二
〇
〇
八
」

〈
こ
ど
も
芸
術
祭
〉
へ
の
出
演

　

二
、
と
こ
ろ　

多
賀
市
市
民
プ
ラ
ザ

　

三
、
出
演
者
名

　
〔
江
差
町
〕

　
　

〈
唄
〉
中
島　

琴
美
・
中
島　

弥
生

　
　
　
　
　

福
田　
　

光
・
田
村
つ
く
し

　

〈
踊
り
〉
明
石　

菜
々
・
大
原　

寧
々

　
　
　
　
　

高
田
ち
な
み
・
常
田
瑛
梨
佳

　
　
　
　
　

吉
見　

円
香

　
〔
日
立
市
〕

海
野
美
由
記
・
反
町　

莉
子

　
　
　
　
　

田
尻　

美
幸
・
田
尻　

美
咲

　

伴
奏

　

〈
三
味
線
〉〔
豊
田
市
〕　

近
藤　

早
梨

　
　
　
　
　
　
　

〔
安
城
市
〕　

岡
田　

晃
輔

　

〈
尺
八
〉　

〔
江
差
町
〕　

山
本　
　

歩

　
　
　
　
　
　
　

〔
江
差
町
〕　

明
石　
　

優

　

〈
太
鼓
〉　

〔
岡
崎
市
〕　

天
野
ま
り
あ

　

〈
曲
目
〉
江
差
追
分  

唄
・
踊
り（
前
～
後
）

　
　
　
　
　

江
差
馬
子
唄

　
　
　
　
　

道
南
ナ
ッ
ト
節

　
　
　
　
　

出
船
音
頭

　
　
　
　
　

ソ
ー
ラ
ン
節

事
務
局
よ
り

　〈
内
　
容
〉

　

一
日
目
㈭
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　

開
講
式　

セ
ミ
ナ
ー

　

二
日
目
㈮
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　

セ
ミ
ナ
ー

　

三
日
目
㈯

　
　
セ
ミ
ナ
ー
・
発
表
会
・
格
付
審
査
・
追
分
酒
場

　
〈
ク
ラ
ス
〉
初
級
・
中
級
・
上
級

　
〈
会
　
場
〉
江
差
追
分
会
館

　
〈
受
講
料
〉
一
万
五
千
円

　
〈
申
込
方
法
〉
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

※
詳
し
く
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
〈
申
込
期
限
〉
各
受
講
希
望
日
の
十
日
前
ま
で


